
基本方針 

生きる力を応援します 基本理念 

１ 『リーディングホスピタル』として、高松市医療全体の最適化を目指します。 

２ 『安全で良質な医療』を、ファインチームワークで提供します。 

３ 『まごころのある医療人』を、全力で育成します。 

４ 『地域とのつながり』を大切にし、みんなの暮らしを支えます。 

診療科紹介 外科 

 当院外科は、徳島大学第一外科の田北周平教授（当時）が昭和47年4月に現病院の前身である高松市民

病院（宮脇町）に院長として派遣されてから現在に至るまで一貫して徳島大学消化器移植外科（現在）の

関連病院として実績を築いてきました。当初は腹部外科以外にも開心術を含めた心臓血管外科、頭頚部外

科、呼吸器外科、内分泌外科も専門領域として手がけていましたが、近年の専門医制度の影響もあり現在

では腹部外科を中心に食道外科、内分泌外科、末梢血管外科を専門領域として診療を行なっています。 

 現在、6名の医師で診療を行っています。このうち5名は日本外科学会の指導医で、4名が日本消化器外

科学会の指導医です。和田管理者（院長）、福田副院長、金村医長は日本肝胆膵外科学会の高度技能指導

医（高度技能医）で肝臓癌、胆管癌、膵臓癌を専門に診療を行っています。尾形内視鏡外科センター長は

内視鏡外科学会の技術認定医であり、中尾医長と共に日々内視鏡下手術に積極的に取り組んでいます。 

また、髙田医員もこれらの上級医と共に多数の手術を積極的に施行しています。  

当科の特徴の一つは、徳島大学旧第一外科の流れを汲

み幅広い疾患に対応していると共に高度な専門分野を有

していることです。肝臓癌、胆管癌、膵臓癌などの高難

度の肝胆膵外科疾患に積極的に取り組んでいます。 

この領域の癌は、他領域の癌に比べて切除率や術後成績

が不良です。このため、積極的な拡大手術が行われるこ

ともあれば放射線治療、血管インターベンション治療、

抗癌剤治療など多岐にわたる集学的治療が必要となる場

合があります。治療方針を決める際には消化器科、放射

線科、病理診断科の医師と共に症例カンファレンスや

キャンサーボードで検討を行い、患者さんの社会的背景

やICを重視し、総合的に手術適応を決めています。 

もう一つの当科の特徴が内視鏡下手術に積極的に取り

組んでいることです。 

特徴  

沿革  



 今後の外科治療はますます全人的な医療が必要になってくると考えられます。 

病気のみを診るのでは無く、ICはもちろんのこと十分な説明を行い患者さんにあった治療を選択していき

たいと考えています。これからも「高松市立みんなの病院 外科」をよろしくお願い申し上げます。 

 内視鏡外科手術は従来の開腹手術に比べて創が小さく、整容性以外に疼痛軽減、侵襲軽減、創に起因す

る神経損傷や感染、瘢痕ヘルニア、腸閉塞など合併症軽減の利点があります。 

内視鏡で鮮明に拡大された画像では、肉眼で同定困難な血管や神経、剥離層を確認し手術を進めることが

できるため出血も少なく精度の高い手術が可能です。 

 当院外科では、安全性を確保した上で適応を広げるために様々な取り組みをしてきており、80％以上の

手術が内視鏡手術で施行されています（全国平均で30～40％程度）。また、腹壁破壊を最小限にすること

（手術痕が見えないinvisible scar手術や大腸癌のNOSE手術）やマニュアル操作を駆使して異物を可能な

かぎり残さない工夫でさらなる低侵襲化を目指してきました。鼠径ヘルニアに対しては、ほとんど術後疼

痛がない腹腔鏡下手術が可能で、希望に応じて完全日帰り腹腔鏡下手術が可能です。総胆管結石症に対し

ても1回の治療で完結し、術後の胆道系合併症の少ない腹腔鏡下手術を積極的に施行しています。 

 新病院では快適な環境で治療を提供できるようになりました。今後さらに進化した内視鏡外科手術を提

供できるよう取り組んでいきます。 

2017年の手術症例数（2017.1～2017.12） 総件数 429件 

疾患名 件数 

 

件数 

 

疾患名 件数 疾患名 

頭部 0 

腹

部 

外傷 1 急性腹膜炎 14 

顔面・頚部（甲状腺） 7(0） 虫垂炎（小児例） 25(4) ヘルニア（小児例） 50(0) 

胸

部 

外傷 0 胆道（胆石症） 39(36) 心・大血管（人工心肺使用） 0 

肺（肺癌） 46(27) 胃・十二指腸潰瘍（腹腔鏡） 5(5) 心・大血管（人工心肺非使用） 2 

縦隔・横隔膜 0 胃癌（腹腔鏡） 12(12) 末梢血管 44 

食道（食道癌） 2(2) イレウス 4 軟部組織 76 

胸壁 6 肝・脾（肝癌） 20(19) 泌尿・生殖器 0 

乳腺（乳癌） 2(2) 膵（膵癌） 0(0)   

その他 11 結腸・直腸癌（腹腔鏡） 17(15)   

   その他の腸 19   

   肛門 7   

   後腹膜その他 20   

内視鏡外科 

（文責 福田 洋／尾形 頼彦） 

従来の開腹胃切除後 腹腔鏡下胃切除後 直腸癌、ISR術後 鼠径ヘルニア術後 

虫垂切除術後 胆嚢摘出術後 



 高松市立病院学会は、高松市立病院（高松市立みんなの病院、塩江分院）全体の

活性化とレベルアップを図るとともに各部門間の理解と交流を深めることを目的に

平成24年から、年に1回開催しております。今年は10月13日（土）に高松市立みん

なの病院みんなのホールにて第7回高松市立病院学会を開催しました。 

 今回は、多目的ホール「みんなのホール」柿（こけら）おとし講演として徳島大

学大学院 消化器・移植外科学 教授 島田光生 先生に「外科の矜恃」の演題で特別

講演をしていただきました。患者さんと医師の信頼関係の築き

方、病院のあり方や、医師が家庭と仕事を両立できる体制作

りなどの内容は大変斬新でインパクトがあり、当院のこれか

らの運営においてパフォーマンスを向上させるヒントをい

くつも提示していただきました。今後の新病院「高松市立

みんなの病院」の発展に大いに寄与する記念すべき講演と

なりました。 

その他、院内から12題の一般演題の講演を行いました。 

また、地域医療機関や関係教育施設、高松市議会議員の皆

様方にもご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 来年度も魅力ある学会を目指して開催する予定ですの

で、よろしくお願いいたします。  

第7回 高松市立病院学会の開催報告 

第7回地域まるごと文化祭（塩江分院）を開催します 

 平成30年11月17日（土）開催予定の塩江分院地域ま

るごと文化祭も7回目を迎えます。 

こども園児による作品展示、抹茶接待、健康相談・骨

密度測定、肩こり予防体操、関貫院長による「人生の

最終段階を考える」の講演及び「折り紙で頭の体

操」、防災グッズの展示、住民コーラス隊による歌と

踊りを行う予定です。 

みなさん、多数お誘い合わせのうえ、塩江分院文化

祭にお越しください。 

塩江こども園児の作品展示  

病棟企画展示 

関貫院長による折紙教室 

引き続き塩江地域唯一の医療機関として、地域住民

に愛される病院をめざし、住み慣れた自宅や地域で、

安心して療養することができるよう診療、看護、リハ

等各種訪問の充実に努めてまいります。 

平成29年度の 

開催風景 

お問い合わせは ☎087-893-0031 

塩江分院事務局まで 

（文責 長町 顕弘） 



 
FAX予約をお願いします 

患者さんをご紹介いただく際に、地域医療・患者支援センターへ
事前にFAX予約をお願いいたします。 
「高松市立みんなの病院FAX診療申込書」をご利用ください。 

高松市立みんなの病院 〒761-8538 香川県高松市仏生山町甲847番地1 087-813-7171（代表） 

 日本医師会生涯教育制度のカリキュラムコード 

 （79.気管支喘息 0.その他のプロセス）を 

取得いただけます（申請中）。 

 

当日は軽食をご用意しております。 

【お問合せは】  
 高松市立みんなの病院 
 地域医療・患者支援センター 
   セミナー担当者 まで  

研修会等の年間予定表・申込用紙は病院ホームページからもダウンロードいただけます 

日  時：平成30年9月27日(木) 

テ ー マ：ようこそ みんなの病院へ 

     退院サマリーの活用について 

     意見交換会 

担  当：退院調整の会 

参加人数：25名 

日  時：平成30年10月25日(木) 

テ ー マ：飲み忘れると危険な薬 

担  当：副薬剤局長 安藤 智美 

参加人数：34名  

『 医療・介護関連施設職員研修会 』開催 

受 付 時 間 平日（月～金）午前 8時30分～午後 6時00分 

電 話 （087）813-7171（代表）／（087）813-6699（紹介予約専用） 

Ｆ Ａ Ｘ （087）813-6799（直通） 

 0120-834-224（フリーダイヤル    ） 

 ※フリーダイヤルは県内固定電話のみ対応しております 

平成31年2月20日（水）午後7時から 

      （1時間半の予定） 

高松市立みんなの病院 みんなのホール 

演題  

場所  

１ 「これ喘息でしょうか？」 

呼吸器内科 医長 河野 洋二 

２ 「これ肺癌でしょうか？」 

呼吸器外科 医長 三﨑 伯幸 

第54回 

日時  

事前申し込みが必要です 

第55回 

http://www.takamatsu-municipal-hospital.jp 


